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久留米市美術館のコレクション ing	
 きょうも活動中 
 

	
 久留米市美術館は、九州洋画の体系的コレクション形成にむけて、作品収集を続けて

います。また、石橋財団からの寄託作品全 200点の一部を更新したばかりです。 
	
 作品収集が現在進行形である、という意味を込めた「コレクション ing」展。第 2弾
となる今回は、初披露のコレクションや寄託作品を展示するほか、作品を収集した後に

行われる、保存・額装といった、美術館活動にも注目します。 
	
 たくさんの作品が並ぶ美術館。その裏側では、いつも色々な準備が行われています。

新しい作品の収集や、調査・研究、他館への貸し出し。時には修復や額装といった作業

もあります。これらは、展覧会という大舞台に向けた準備であるとともに、作品を後代

に伝えていくための準備でもあります。 
	
 このたびのコレクション展は、いっそう充実したコレクションと寄託作品によって、

常に水面下で行われている美術館活動の一部を紹介します。修復や額装など、作品を収

集したあとも継続していく、美術館の「コレクション」をお楽しみください。 
 
展覧会名  久留米市美術館のコレクション ing	
 きょうも活動中 

会期 2019年 1月 19日（土）—3月 24日（日） 

出品点数 約 100点 

会場 久留米市美術館（本館 2階） 

主催  久留米市美術館、 

後援 久留米市教育委員会 

スペシャルパートナー 株式会社ブリヂストン 

オフィシャルパートナー 学校法人久留米大学、株式会社筑邦銀行、株式会社森光商店 

入館料 一般 500円（400円）	
 シニア・大学生 300円（200円） 

高校生以下無料	
 ※（	
 ）内は 15名以上の団体料金、シニアは 65歳以上。 

上記料金にて石橋正二郎記念館もご覧いただけます。 

休館日 月曜日（ただし、2月 11日は開館） 

開館時間 10:00−17:00（入館は 16:30まで） 

交通案内 JR	
 博多駅より JR	
 久留米駅まで新幹線で 20	
 分、快速で 40 分	
 

福岡(天神)駅より西鉄久留米駅まで特急で 30	
 分、急行で 40	
 分	
 	
 

本展に関する 

お問い合わせ 

久留米市美術館	
 	
 展覧会担当：森 智志	
 広報担当：森 智志、中山景子 

〒839-0862	
 福岡県久留米市野中町 1015（石橋文化センター内） 

TEL0942-39-1131/	
 FAX0942-39-3134 
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展覧会のみどころ 

 

その 1	
 新収蔵の作品 
久留米出身の髙島野十郎や坂本繁二郎、八女の田崎廣助、熊本の牛島憲之。そして、これま

で久留米市美術館で所蔵のなかった宮崎県の画家、瑛九などの作品が久留米市美術館のコ

レクションに加わりました。 
 

 
 
   
 
 
 
 
その 2	
 ブリヂストン美術館からの寄託作品 
2018年、ブリヂストン美術館からの寄託作品を 17点更新しました。青木繁《天平時代》や
坂本繁二郎《少女》といった久留米に縁のある作品に、冨田溪仙などの日本画も加わり、前

回の「コレクション ing」展とは違う顔ぶれでみなさまをお待ちしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
その 3	
 美術館の活動 
今回の展覧会では、調査・研究や修復、額装作業といった、作品を収集した後の美術館活動

にも注目します。ただ収集するだけでは終わらない、美術館の「コレクション」について、

作品を通して紹介します。 

 
 
 
 
 
 

③香月泰男《卵と胡桃》 
1952年 

久留米市美術館蔵 

⑥青木繁《天平時代》 
1904年 

石橋財団ブリヂストン美術館蔵 

⑦児島善三郎《ミモザその他》 
1957年 

久留米市美術館蔵 
個人蔵 

①坂本繁二郎《ヴァンヌ風景》 
1932年	
  

久留米市美術館蔵 
 

②田崎廣助《小松林》 
1943年 

久留米市美術館蔵 

④吉田博《奔流》 
1936年 

石橋財団ブリヂストン美術館蔵 

⑧平野遼《二つの顔》 
1970年代 

久留米市美術館蔵 
 

⑨東郷青児《扇》 
1934年 

久留米市美術館蔵 
©Sompo’ Museum of Art, 18032 

⑩北島浅一《鳩》 
1928年 

久留米市美術館蔵 

⑤古賀春江《曲彔につく》 
1923年 

石橋財団ブリヂストン美術館蔵 
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関連事業 
ミニレクチャー「きょうも準備中」 
2月 9日（土）14：00 – 15：00（開場 13：30） 
会場：本館 1階多目的ルーム	
 	
 定員：先着 70名（聴講無料） 
講師：森 智志（久留米市美術館学芸員） 
新しく収集したコレクションを中心に、日々の美術館活動についてお話しします。 
 
ワークショップ「ing展バッグをつくろう」（ギャラリートーク付き） 
2月 23日（土）、3月 16日（土）①11：00〜	
 ②14：00〜 （1時間程度） 
各回先着 20名	
 当日、受付で整理券を配布 
対象：小学生以上（小学生の場合は保護者の引率が必要） 
集合場所：本館 2階エントランス 
材料費：200円（ただし大学生以上の方は、材料費に加え展覧会チケットも必要）  
展示室で当館所蔵作家についてのお話を聞いたあと、作家の似顔絵バッグをシルクスクリ

ーンの技法でつくります。 
 
ギャラリートーク 
日時：毎週土曜日（2/9、2/23、3/16を除く）と日曜日	
 14：00より 20分程度 
集合場所：本館 2階エントランス 

 
 
作品掲載に関するお願い	
 

1.   作品掲載をご希望の方は、別紙の「画像利用申込書」にて申請ください。	
 

2.   展覧会の広報を目的とした使用に限らせていただきます。二次使用はできません。	
 

3.   作品の文字のせ、トリミングはできません。	
 

4.   当館が指定するクレジットを必ず作品と一緒に掲載してください。クレジットは別紙の

「広報画像利用申込書」をご参照ください。	
 

5.   広報用作品以外の画像をご希望の場合は、申込書の「その他」の欄にタイトルを記入し

てください。	
 

6.   掲載見本を必ず 1 部お送りください。	
 


